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河内町給食センタ-

試食会の様子(河内町中央公民館にて)

河内町の園児･児童･生徒数の推移　　　　(単位　人)

区　分　　H9　HIO Hll H12　H13　H14　H15　H16　H1了　H18

幼稚園　　　39　　44　　38　　30　　29　　之3　17　　20　1了　　20

生　板　　203　204　196　209　188　186　18了　1了8　1了7　170詞
中瀬清田197 183 191 169 165 154 135 136 141 143

管　掌長芋124　"8 133 133 139 130 115　H4 107 100

ヰ　　板金江津　3,9　3｢｡ 29, Z86　猫　網　237　21? !2｢棚

｣鯵!　　計　　843　834　817　79了　759　729　6了4　640　646　611

河　内　　25了　　239　　244　　234　　256　　268　　272　　24了　　228　　221

16了　158　166　1了4　168　150　142　150　133　131

424　　397　　410　　408　　424　　418　　414　　39了　　361　352

中
_i学金江津

現在の給食Iこ使用している弁当箱　校　訂

総合計　l,306 1,275 1.265 1,235　ら212 1,170　=05 1,057 1,024　983
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行
政
改
革
の

真
価
的
姑
取
組
封

｢
給
食
セ
ン
タ
-
業
務
の

民
間
委
託
に
つ
い
て
｣

現
在
､
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
町

給
食
セ
ン
タ
-
業
務
の
民
間
委
託
は
､
行
政

改
革
の
推
進
事
項
で
も
あ
り
､
事
務
･
事
業

の
見
直
し
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
大
き
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
｡
こ
れ

ま
で
の
経
緯
か
ら
現
在
の
状
況
そ
し
て
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
｡

こ
れ
ま
で
の
経
緯

河
内
町
で
は
､
昭
和
3
7
年
度
か
ら
源
清
田
･

金
江
津
小
学
校
で
の
パ
ン
給
食
を
皮
切
り
に

学
校
別
で
行
っ
て
き
ま
し
た
｡
昭
和
4
5
年
-
 
o

月
か
ら
コ
メ
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
､
米

飯
中
心
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
-
が
設
立
さ
れ

運
営
が
始
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
｡

現
在
あ
る
河
内
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
-
は

平
成
2
年
に
新
設
さ
れ
た
建
物
で
今
年
で
築

1
 
6
年
に
な
り
､
施
設
･
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
･
修
理
等
が
逐
次
発
生
し
経
費
が
今

後
増
大
し
て
い
く
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ま
で
も
､
学
校
給
食
セ

ン
タ
-
調
理
業
務
及
び
配
送
業
務
に
つ
い
て

は
民
間
へ
の
業
務
委
託
を
念
頭
に
､
業
務
の

合
理
化
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
活
用
等
で
人
件
費
等

の
経
常
経
費
の
抑
制
を
図
っ
て
き
ま
し
た
｡

そ
れ
に
加
え
て
､
行
政
改
革
大
綱
に
お
け

る
行
政
運
営
の
更
な
る
効
率
化
の
観
点
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
の
民
間
委
託
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

現
在
の
状
況

平
成
_
7
年
度
に
お
け
る
河
内
町
の
学
校
給

食
実
施
状
況
は
､
週
5
回
　
(
内
パ
ン
食
等
-

回

)

､

年

間

-

9

9

回

で

食

数

は

2

-

5

･

6
5
8
食
と
な
っ
て
い
ま
す
｡



調理施設視察の様子

業務の民間雲託で見込まれる主な効果

･給食加工経費､施設の維持管理費や設備投資費などの経費削減

･民間企業による更なる給食の質的充実向上

･食缶による汁物の実施

･献立内容の拡大

広撒かわぢ
I/</z+/擁/--(t'ノ1 0o 119)

平
成
1
 
8
年
4
月
-
日
現
在
の
給
食
数
は
､

-

-

1

2

7

食

　

(

-

日

当

た

り

)

　

で

､

平

成

_
 
o
年
同
時
期
の
給
食
数
　
(
-
･
3
9
8
食
)

と
比
較
す
る
と
減
少
し
て
い
ま
す
｡
今
後
は

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
園
児
･
児
童
･
生
徒

数
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
｡

民
間
委
託
へ
の
経
緯

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
､
給
食
セ
ン
タ
-
運
営
委
員
会
及
び
町

議
会
議
員
を
含
め
た
関
係
機
関
と
協
議
･
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
6
月
1
 
9
日
に

は
､
調
理
施
設
の
現
地
視
察
を
し
､
そ
の
施

設
で
調
理
さ
れ
た
給
食
を
取
り
寄
せ
て
の
試

食
会
を
行
い
ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
の
協
議
･

検
討
の
結
果
､
7
月
7
日
の
給
食
セ
ン
タ
-

運
営
委
員
会
に
お
い
て
受
託
業
者
自
社
(
調

理
)
工
場
に
お
け
る
全
面
調
理
業
務
委
託
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
同
時
に
業
務
委
託

開
始
時
期
を
平
成
_
 
9
年
-
月
と
決
定
し
ま
し

た
｡
委
託
方
式
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
､
民

間
業
務
委
託
後
は
従
来
の
弁
当
　
(
主
食
十
副

食
)
　
方
式
に
加
え
て
食
缶
に
よ
る
汁
物
の
給

食
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
す
｡
ま
た
､
調
理

場
が
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託
業
者
の
工
場

に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
施
設
･
設
備
に
対
す

る
投
資
が
な
く
な
り
､
経
費
の
削
減
も
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
の
予
定

委
託
方
式
と
開
始
時
期
が
決
定
し
た
こ
と

で
､
来
年
〇
月
の
開
始
時
期
ま
で
の
間
に
､

候
補
業
者
と
細
部
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た

う
え
で
最
終
的
な
委
託
業
者
を
選
定
い
た
し

ま
す
｡河
内
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
､
今
後
と
も
学
校
給
食

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
､
内
容
の
充
実
･

向
上
､
そ
し
て
さ
ら
に
　
｢
お
い
し
い
､
栄
養

あ
る
､
安
全
な
食
事
の
提
供
｣
　
を
目
指
し
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
皆
様
に
は
､
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
｡

｢
さ
ら
な
る
効
率
化
に
向
け
て
｣

行
政
運
営
の
徹
底
し
た
簡
素
化
･
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
､
少
子
･
高
齢
化
を
始
め

と
す
る
社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
な
対
応
を

す
る
た
め
､
時
代
に
即
応
し
た
組
織
･
機
構

の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡
今

年
4
月
の
機
構
改
革
か
ら
始
ま
り
今
後
は
､

多
様
化
す
る
行
政
二
-
ズ
に
伴
い
附
属
機
関

の
見
直
し
や
整
理
合
理
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
｡
と
り
わ
け
公
民
館
分
館
の
再
編
に
つ
い

て
は
､
少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
な
か
､
町
民

運
動
会
､
成
人
式
等
の
公
民
館
事
業
へ
の
参

加
者
動
員
な
ど
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
､

ま
た
分
館
組
織
の
構
成
上
か
ら
も
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

ま
た
､
以
前
よ
り
検
討
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
も
､

少
子
化
の
波
を
受
け
小
学
校
に
お
い
て
は
各

学
年
-
ク
ラ
ス
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
こ
の
状
態
が
続
け
ば
学
習
･
運
動
両
面

で
の
競
争
意
識
の
低
下
や
部
活
動
の
運
営
が

出
来
な
い
な
ど
活
力
も
衰
え
憂
慮
さ
れ
る
状

況
で
あ
り
､
将
来
の
河
内
町
を
担
う
子
と
も

た
ち
の
教
育
環
境
や
教
育
効
果
を
第
一
に
考

え
な
が
ら
早
急
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
｡



税率の改正表

区 分 僖�7��所得割 亦���蝌ｨFﾈｼ�9乖B�兌ﾙ9乖B�限度額 

基 礎 分 ��yD�7��7.76% 鉄����R�23,000円 �#づ���冷�530.000円 

18年度 唐���R�50.00% �#b����冷�29,000円 鉄3�ﾃ���冷���

介 護 分 ��{僖�7��0.66% 迭緜�R�7.500円 釘ﾃc��冷�80.000円 

18年度 ��繝�R�6.00% i i 亦��津S��冷�5,000円 涛�ﾃ���冷�

網掛部分が平成18年度に改正されたところです｡

保険税の算出方法

基礎分

所得劃　総所得金額　　×　税率　　8.00%　こ　所得割額･

資産割　固定資産税額　×　税率　50.00%　こ　資産割額･

均等劃　国保加入人数　×　　　26.000円　こ　均等劃額･

平等劃　一世帯あたり　×　　　29,000円　二　平等割額･

①+②+③十④こ基礎分(5 3方円を超える場合は5 3方円)

介護分(4 0歳から6 4歳までの被保険者iこかかる分が対象です｡ )

所得劃　総所得金額　　×　税率　　0.80%　二　所得劃額･

資産割　固定資産税額　×　税率　　6.00%　二　資産劃額･

均等割　国保加入人数　×　　　　9,500円　二　均等劃額･

平等劃　一世帯あたり　×　　　　5,000円　二　平等割譲･

⑤十⑥十⑦十⑧こ介護分(9万円を超える場合は9方円)

基礎分　十　介護分　　二　　年間国民健康保険税(限度額6

鵬｡駕篭茅E

国
民
健
康
保
険
輔
の

脱
率
が
変
更
は
な
り
ま
し
た

1
月
2
8
日
河
内
町
臨
時
議
会
で
､
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
｡

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

税
率
改
正
の
あ
ら
ま
し

国
民
健
康
保
険
は
､
加
入
者
が
お
金
を

出
し
合
い
､
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に

必
要
な
医
療
費
な
ど
に
備
え
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
｡
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
た
め
に
､
皆
さ
ん
(
国
民
健
康
保

険
加
入
者
)
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険

税
が
重
要
な
財
源
で
､
国
､
県
や
町
か
ら

①

②

③

④

　

　

　

　

　

⑤

⑥

⑦

⑧

の
負
担
金
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
｡

近
年
の
経
済
の
低
迷
に
よ
る
所
得
の
減

少
､
急
速
な
少
子
高
齢
化
､
医
療
技
術
の

高
度
化
に
伴
い
､
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
､
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る
額
も
増

え
て
お
り
､
現
行
税
率
で
の
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
1
 
2
年
度
よ
り
4
0
歳
か
ら
鈍

歳
ま
で
の
方
に
は
介
護
保
険
第
2
号
被
保

険
者
と
し
て
､
介
護
給
付
費
納
付
金
負
担

分
も
合
わ
せ
て
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
､
介
護
保
険
事
業
は
利
用
者
の
増
加
､

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
り
負
担
額
が
増

加
し
､
今
年
度
か
ら
は
地
域
で
暮
ら
す
高

齢
者
の
方
々
を
､
介
護
､
福
祉
､
医
療
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る

こ
と
を
目
的
に
､
新
規
事
業
と
し
て
地
域

支
援
事
業
支
援
納
付
金
負
担
分
が
加
わ
り
､

更
な
る
増
額
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
､
平
成
_
8
年
度

の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
､
国
民
健
康
保
険
税
の
基

礎
分
(
医
療
分
)
と
介
護
給
付
費
納
付
金
分

の
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
､
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
｡



平成17年度国民健康保険に関する数字

国保世帯数　　2, 3 2 4世帯(年平均)

被保険者数　　5,61 1人　(年平均)

総医療費1,007,607,229円(-般･退職)

931, 202,527円(老人)

1,938,809,了56円(国保計)

-人当たり医療費

231.209円(-般･退職)

了43,178円(老人)

345,537円(国保計)

(億円)河内町国民健康保険医療費の推移 

20 15 10 迭經S妬{都I{塔��慨3慨3ャ�2�

i 

5 0 亦�ゅ&薙�尸|｢ﾓゅ2ﾒﾂﾒ騁�ﾓゅ$｣ゅ緯�ｨ鱚����

音音音 

二〇般,退職老人(年度) 

その他1億4,999万円 

(12%)¥~-~ 

保険税¥ 

国庫支出金等歳入4億3,964万円 
6倍?5!2%6FH12億5'489万円'35%') 
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麗

珊

轟

園

　

一

回
壁
謹
撰
圏
騒
弱
一

平
成
_
 
7
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
決
算
状
況
は
､
支
出
総
額
_
 
2
億
2
-

3
5
9
万
円
で
､
内
訳
と
し
て
は
支
出

の
中
心
と
な
る
保
険
給
付
費
　
(
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
際
に
支
払
う
費
用
*
老

人
保
健
対
象
者
分
を
除
く
)
　
が
8
億
2
･

5
1
5
万
円
で
全
体
の
6
7
%
､
老
人
保

健
拠
出
金
が
2
億
-
･
8
9
3
万
円

(
_
 
8
%
)
､
介
護
納
付
金
が
8
･
6
7
8

万
円
　
(
7
%
)
　
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

(
歳
出
グ
ラ
フ
参
照
)

一
方
､
収
入
総
額
は
-
 
2
億
5
-
4
8

9
万
円
で
､
内
訳
に
つ
い
て
は
国
･
県

支
出
金
等
が
6
億
6
･
5
2
6
万
円
で

全
体
の
5
3
%
､
皆
さ
ん
　
(
国
民
健
康
保

険
加
入
者
)
　
が
納
め
た
保
険
税
が
4
億

3
･
9
6
4
万
円
で
3
5
%
と
な
っ
て
お

り
､
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
運
営
す

る
重
要
な
財
源
で
す
｡

特
に
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
は
国

保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
大
切
な
基

盤
で
あ
り
､
一
人
ひ
と
り
の
保
険
税
が

国
保
を
支
え
て
い
ま
す
｡

(
歳
入
グ
ラ
フ
参
照
)



1. 85mm以上の網目lこよる適正調整を!
1.85mm以上の網目で調整することで,粒ぞろいが良くなり､整粒歩合が向上して､品質の高い米に仕上

げることができます｡

<参考>

本県産米と他県産米の品質比較(17年産コシヒカリ)

茨城　　　　新潟　　　　栃木　　　　千葉　　　　長野　　　　福島

小さい粒の割合(%)※　　　　7.9　　　　55　　　12.0　　　　8.4　　　　6.4　　　　6.0

粒の重さ(千粒重g)　　　　20.8　　　　220　　　　209　　　　21.1　　　21.7　　　　22.1

※粒厚1 9mm未満の重量割合

なお､茨城県産米の各種情報については｢茨城県産米ホ-ムページ｣に提供されておりますのでご覧ください｡

http: / /www.pref.ibara近.jp/bukyoku/nounn/nosan/kome

さらIこ. 1.9mm聞｡との網目で調整された

コシヒ7) lJ lこ対し河l7DIH-I.では今IF度も脚撒L¥'rzしま-d-./

昨年より近隣市町村に先駆けて実施しております工9mmというグレ葛ダ-の網を使って出荷されたコシ

ヒカリに対し助成し､消費者に対して｢粒の大きなおいしいお米｣として､河内ブランドを全国に発信し

ていきます｡

019ミリクレ-タ-出荷補助金　　　1俵あたり　　1等米　2.○○0円　　2等米1.000円

019ミリクレ臆ダ臆網交換補助金　　　定額10,000円(新規に限る)

交付要件について
･生産調整実施者で､集荷円滑化対策へ稲作所得確保対策に加入している農業者であること

･水分調整14. 0%-15. 0%

･-袋あたり31 0k g

･ 1等米及び2等米

･ 1.9ミリグレ-ダ葛網の適正使用

･集荷業者との出荷契約

･ 1 9ミリグレ-ダ-助成について､網を新規iこ購入し､そのプレ葛ダ-で調整し出荷をすること

/聞解答｡盤3 I



みんなできれいな町をつくりましょう
一河内町ごみの散乱防止iこ関する条例が制定されました｡-

平成18年4月1日から｢河内町ごみの散乱防止に関する条例｣が施行されました｡

たばこの吸殻などを含め､ごみのポイ捨ては禁止となります｡

<目　的>

空き缶､空き瓶,たばこの吸殻､包装紙等の散乱性の高いごみのポイ捨てによる散乱の防止についてへ　社会

的ル-ルを明確にし､定着化することにより河内町をきれいな住みよい町にしていくことを目的としています｡

<ル-ル･規制>

旧条例の　r河内町空き缶回収に関する条例｣は.空き缶の投げ捨て等の禁止行為及び自動販売機の設置に関

しての規制で　悪質な行為の抑制及び防止に関することは,規制内容が不明瞭でした｡

新条例では､空き缶以外に散乱性の高いたばこの吸殻･包装紙等を規制に含めるとともに､悪質な行為者･

違反者に対して改善命令や罰金の適用規制を制定いたしました｡

<罰則内容>

禁　止　行　為　等 罰　　金

ごみのポイ捨て行為をした者に対してその中止又は原状回復命令に違反した場合　　　3万円以下の罰金

勧告に従うよう命令された事業者(販売者等)がへ　その命令に達反した場合　　5万円以下の罰金

立入調査を拒み､妨げ､又は忌避した者 3万円以下の罰金

<その他>

ごみの散乱防止について,当条例の目的に賛同し熱意をもって取り組む方を環境美化推進員として委嘱する

ことができる規定も定めています｡

ぺ,3珍卜y魂卜拠④越境菰隆司也J¥召

町で収集しているペットボトル(リサイクル表示のあるもの)について以下の点を注意して出していた

だきますようお願いします｡

1　洗浄して集積所備付けのペットボトル用ネット袋に入れてください｡｡ (色分けは必要ありません)

2.キャップは必ず外して出してください｡また､キャップは燃えるごみとして出してください｡

3.ペットボトルに付いているラベルは必ず外してください｡

<注　意>

洗剤･シャンプ-容器､化粧品容器､調味料容器､食用油容器,医療品容器.以上のペットボトルはリ

サイクルに出せませんので燃えるごみとして出してください｡ただし､リサイクル表示※のあるものは可｡

※ペットボトルのリサイクル表示とは

このようなマ-クです｡

必'彫かわz;
I/′/要l.(所-_(,/I (l〃 I I.の



◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

I臼O29了-84-2843 (中央公民鐙内)

室彊嚢聾㊧喜 
H18.>oi.2 

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で

生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結

果など)を提供､お知らせしていきます｡

剃㈲唇
歯陸芝?謬認助辞弛

.,,飾?;,#署嘉E
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子
ど
も
茶
道
教
室
は
､
今
年

で
3
年
目
を
迎
え
る
教
室
で
､

茶
道
を
通
し
て
､
も
の
を
大
切

に
す
る
心
や
人
を
思
い
や
る
心

な
ど
｢
お
茶
の
心
｣
を
学
ぼ
う
と

今
年
は
_
 
3
人
の
小
学
生
が
参
加

し
て
い
ま
す
｡

今
年
-
回
目
と
な
っ
た
今
回

は
､
見
る
も
の
す
べ
て
が
初
め

て
で
少
し
緊
張
し
た
様
子
の
子

ど
も
た
ち
で
し
た
が
､
次
第
に

雰
囲
気
に
も
馴
れ
､
茶
菓
子
や

先
生
が
点
て
て
く
れ
た
お
茶
を

お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
｡

-
　
謁
　
-
　
豊
国

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
は
､
更
生

保
護
女
性
会
の
ご
好
意
に
よ
り

提
供
さ
れ
た
畑
を
使
っ
て
､
児

童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
2
9
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
｡

天
気
に
も
恵
ま
れ
､
み
ん
な
元

気
に
畑
に
飛
び
出
し
て
い
き
､

大
小
た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
掘
り
ま
し
た
｡
子
ど
も
た
ち

は
自
分
た
ち
が
収
穫
し
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
い
ろ
い
ろ
な
形
に
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
｡
お
昼

に
は
､
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
女
性
会
の
方
が
つ
く
っ
た
お

に
ぎ
り
を
み
ん
な
で
食
べ
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

｢
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
｣

核
家
族
化
･
少
子
化
が
進
む

中
で
､
子
育
て
に
悩
み
孤
立
す

る
親
を
支
え
る
地
域
の
　
｢
子
育

て
サ
ボ
-
タ
-
｣
　
を
募
集
し
ま

す
｡
子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
辛
か
っ

た
り
､
泣
き
た
か
っ
た
り
､
そ

ん
な
大
変
な
子
育
て
を
み
ん
な

で
支
え
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
?

今
､
子
育
て
中
の
方
､
子
育

て
に
一
段
落
し
た
方
､
子
育
て

は
し
た
こ
と
は
な
い
け
ど
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
､

一
緒
に
地
域
の
子
育
て
支
援
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡
今
後
､

子
育
て
サ
ボ
-
タ
-
と
し
て
､

地
域
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
｡

ま
た
､
_
0
月
か
ら
　
｢
子
育
て

サ
ボ
-
タ
-
養
成
講
座
｣
　
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡
興
味

の
あ
る
方
は
､
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
｡
な
お
､
詳

細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
地
域

を
作
る
た
め
に
は
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
｡

自
分
に
で
き
る
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
｡



A∈D(自動傭外式隣組勅語)

取り扱い講習会

∴∴-ノ,二｣回国

第8回綱引き大会　　　　　　第11回町民バレ-ボ-ル大会
開催日　平成18年7月9日(日)　　　　　　　　　開催日　平成18年了月23日(日)

会　場　河内町農業者トレ〇二ングセンタ-　　　会　場　河内町農業者トレ〇二ングセンタ-

音　　　　　　　　　主　催　パレ-都

築3分館　　第3分館　　　　　優　勝　オ-ルドバ-バー

第2分館　　第2分館　　　　　準優勝　九龍会

第7分館　　第1分館　　　　　第3位　チ-ム阿部ちゃん

■

男女アベック優勝をした第3分館のみなさん　　　3連覇を達成したオ-ルドバ-バ-のみなさん

第6回地区対抗ゴルフ大会
開催日　平成18年7月19日(水)

会　場　阿見ゴルフクラブ

主　催　ゴルフ部

屋彫かわち
I///皮l(ぐf'手(Y/I(l｡ I I.//)

源清田　　　　　660

生　板　　　　　663

金江津　　　　　6了8

長　竿　　　　　　687

7
月
_
 
5
日
､
中
央
公
民
館
で
A
E
D

※
(
自
動
体
外
式
除
細
動
器
)
の
取
扱
い

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
｡
当
日
は
､
ス

ポ
-
ツ
少
年
団
指
導
者
や
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
他
_
 
2
名
が
参
加
し
､
龍
ヶ
崎
消

防
署
河
内
出
張
所
の
職
員
の
指
導
の
も

と
､
今
後
の
普
及
が
予
想
さ
れ
る
A
E

D
の
取
扱
い
や
応
急
手
当
の
方
法
な
ど

実
技
演
習
を
交
え
な
が
ら
参
加
者
は
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
｡

※
A
E
D
と
は
､
心
臓
の
心
室
が
小

刻
み
に
震
え
､
全
身
に
血
液
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
心
室
細
動
等
の
致

死
性
の
不
整
脈
の
状
態
を
､
心
臓
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
､

正
常
な
状
態
に
戻
す
器
械
で
す
｡



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

=I :三‥　　' ⇒薮虫②

◇◇◇　腰部超音波厭診のお知らせ　◇◇◇

☆腹部(肝臨､胆のう,胆管､すい臓へ　ひ脇､腎臓)の疾憲を早期に発見するための検診です｡対象の

方は下記の日程でお申し込みください｡なあ､胆石症や脂肪肝などで､腹部超音波検査を受iナながら治療

している方､昨年受けた方は今年度は受けられません｡

10月10日(火)　　　保健　セ　ン　タ　-

10月1 1日(水)　　　つ　つ　み　会　館

対　象　者:40歳へ65歳

料　　　　金:2,000円

申し込み方法: 9月8日から,保健センターに電話でお申し込みください｡定員になり次第､締め切ら

せていただきますのでご了承ください｡

1.腹部超音波機宜(腹部エコ-模萱)

腹部超音波検査は､主に腹部の肝臓･胆のう･腎臓･

すい臓･腎臓を観察する検査です｡かなり細かい病気を

克つIナることができます｡超音波の反射波を画像にする

ので､放射線のような身体iこ対する影響は全くなく､診

断能力の高い､安全かつ有用な検査です｡検査は薄暗い

部屋の中でベッドiこ横たわっているだけ｡ぬるつとした

セリ-を塗って行う検査です｡苦痛もありません｡

.●員る聴診器''超音波腕宣Iこついて

超音波検査はちようと､魚群探知器と同じ原理です｡人間の耳に聞こえないほど高い周波数の超音波は､

臓器や組織の境目で反射する性質がありへ超音波を体外から発射し,返ってきた反射波を受信して画像と

して再構成して映しへ　その状況を見ることができるのです!

腫瘍などカラグに異常があると､その反射時間にズレが生じ､発見できます｡エコ-はあくまで｢音｣

の-種なので､体への副作用もなく､病みもありません｡

<-,踊/;I,署?¥'｡7,J,,% B
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一保健センタ-からのお知らせです一

8 0 2 0 ･ 6 4 2 4運動の-環として､幼児の歯の健康保持及び母親の

歯科衛生思想の高揚を図るために行われています｢第26回茨城県母と子の

よい歯のコンク葛ル｣において､河内町から参加した水原若恵さん､混志

<ん親子と織原久美さん､陸<ん親子が優秀賞に選ばれました｡あめてと

うございます｡

鵜
8 0 2 0高齢者よい茜のコンクーlしiこ参加しませんか!

虫歯を持つ子どもの割合が多い河内町ですが､ ｢母と子のよい歯コンク-ル｣では､河内町から

2組の親子が優秀賞に選ばれました｡

高幹社会を迎えた現在､豊かな生活を送るためには歯の寿命をのはすことが大切です｡その重

要性を認識していただくために｢8 0 2 0高齢者よい歯のコンク-ル｣が実施されます｡子とも

たちの見本になるためにも｢われこそは! ｣と思う方は奮ってご参加ください｡

対　　象:大正15年3月31日以前の生まれで(80歳以上)､ご自分の茜を20本以上お持ちの方(治

療されていても結構です｡ )

応募方法:官製はがきまたはファックスで郵便番号､住所､氏名(ふりがな)､性別､生年月日､

電話番号､かかりつけの翁科医院またはもよりの歯科医院を記入し､茨城県翁科医

師会8020事業係(〒310-0911水戸高見和2丁目29 2- 1 TELO29-252-2561

FAXO29-253-1075)まであ申込ください｡

応募期限:平成18年9月6日(水)必着

詳しくは､保健センタ-までお問合せください｡

ー礪敷地域の小児救憲医掠輪番制当番iこついて-

広報かわち6月号でお知らせした､稲敷地域の小児救急医療輪番制当番医について､平成18年

9月以降の祝日(下記)が実施できなくなりましたことをお知らせします｡

9月18日(月)､ 10月9日(月)､ 11月3日(金)､ 11月23日(木)

題

≪うつこ教室≫をご存知ですか??
-保健センタ-では毎月､臨床心理士による個別の相談があります｡-

｢うちの子ともはいつも落ち着きがなくて困っている｡｣ ｢ことばが遅れている

んじゃないか･ ･｣ ｢他の子どもと何か違う気がする･ ･ ･｣ ｢友達との遊びの

なかに入っていIナない｣など育児に関する不安や子どもの発育･発達に′師己が

あるお母さん､ひとりで悩ます気軽iこ相談してみてはいかがですか?

相談は予約制になっています｡詳細は保健センタ+ニお問い合わせください｡

/_/'言#かわを
I/′//4`/-膏/.¥ソj (i() I////



高校3年生の皆さんへ(自衛官募集要項)

募集種目　毒矢云云~｢一高｢~~三言言
_:         i‖｣_      _

受付期間幣謹呈=27g: 9月8日へ29目　9月8目へ29日

高卒(見込含)　　　高卒(見込含)　　　高卒(見込含)

21叢未満　　　　　　21歳未満　　　　　　24歳末請
応募資格

1次試験竺霞諾嵩需　-4日･5日　10月15日

一般12月12日へ15日12月6日へ8目の問11月18日-19日の間

の問の指定する日　　の指定する日　　　　の指定する日
2次試験

合繊表　竺震,｡年121#6:平成19年2月16日　平成19年1月10日

初任給等　　　　　　　　106, 600円　　　　　　　　　15了, 500円

連絡先　自衛隊茨城地方協力本部龍ヶ崎地域事務所　曾64-3351
http.//www iba｢aki plo ｣da.go ｣P

平成18年9月11日(月)から郵便局(河内･金江津各局)の取り扱い業務が-

部変更Iこなります｡いままで受け持っていた郵便物の配達･取集業務､貯金､薫お知らせ鳶へ

簡易保険の集金等が龍ヶ崎郵便局の受iナ持ちに変わります｡現在の河内･金江津郵便局は無集配特定

局として､従来どおり窓口業務を行っていきます｡ご不明な点は､河内郵便局(丁各し8 4-2 0 0 1)､

金江津郵便局(皿8 6-2 2 5 0)にお問合せください｡
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俳

　

句

　

か

わ

も

俳

前

会

戦
友
も
基
永
遠
に
十
九
と
蝉
の
声
若

　

泉

　

栄

　

治

よ
く
喋
る
客
の
来
て
ゐ
る
夏
座
敷
大

　

関

　

さ

　

と

湯
上
り
や
宿
の
浴
衣
に
い
で
ゆ
の
香

寺

　

田

　

節

　

子

は
ま
な
す

潮
風
に
攻
塊
ゆ
れ
る
岬
か
な

瀬

　

野

　

た

　

け

攻
塊
や
朽
ち
舟
埋
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
遠

　

藤

　

正

　

雄

牛
小
屋
の
安
産
札
や
花
南
瓜

川

　

口

　

ふ

　

く

初
蝉
や
高
ら
か
に
鳴
け
果
つ
る
ま
で

橋

　

爪

　

か

　

ん

井
戸
水
の
透
け
て
美
し
冷
奴

津
　
根
　
と
し
お

初
蝉
や
鈴
押
え
の
要
石

田

　

中

　

康

　

夫

利
根
川
を
越
え
て
聞
こ
え
る
祭
笛
吉

　

田

　

四

　

郎

雨
上
が
り
初
蝉
の
声
聞
き
に
け
り
杉

　

原

　

利

　

代

子
の
願
い
叶
わ
ぬ
ま
ま
の
星
ま
つ
り

大

　

塚

一

　

重

チ
ヤ
キ
チ
ヤ
キ
の
江
戸
っ
子
祭
り
ひ
ば
り
節

大

　

野

　

志

げ

子

惜
し
ま
れ
つ
散
る
人
生
や
も
ど
り
梅
雨

田

　

沼

和

　

子

饉
　
歌
　
か
わ
も
檀
歌
会

老
い
の
日
も
艶
と
い
ふ
も
の
の
あ
り
　
｢
花
｣
　
は
始
め
も
終
り
も
楽
し

寛
ろ
げ
ろ
身
で
あ
り
な
が
ら
老
人
は
水
見
ま
わ
り
す
田
が
ご
神
体

サ
ッ
カ
-
の
応
援
席
も
怒
涛
な
り
国
を
背
負
え
て
真
珠
の
汗
が

若
き
日
に
悔
い
暮
ら
せ
し
彼
の
君
は
吾
れ
の
中
に
て
今
に
老
ひ
ざ
り

紫
蘇
巻
き
の
焼
き
お
に
ぎ
り
は
大
き
か
り
侵
し
さ
母
も
逝
き
て
十
五
年

鉢
植
え
の
草
花
競
い
色
増
し
て
大
暑
に
負
け
ず
風
を
呼
び
け
り

二
十
日
毎
に
畦
刈
る
手
間
も
な
か
り
け
り
一
万
余
円
の
米
価
に
耐
へ
て

残
生
に
光
あ
ら
ね
と
来
る
朝
は
手
垢
の
つ
か
ぬ
真
新
の
ま
ま
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園田

ス
ボ
-
ツ
も
奉
仕
活
動
も
一
生
懸
筒

7
月
_
 
6
日
､
河
内
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
-

ツ
少
年
団
が
､
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
を

通
し
て
､
豊
か
な
心
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

精
神
を
養
お
う
と
源
清
田
地
区
の
道
路

脇
に
捨
て
て
あ
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
拾
い
を
し
ま
し
た
｡
昨
年
に
続
い

て
の
作
業
で
少
年
団
の
メ
ン
バ
-
3
5
人

が
参
加
し
､
終
わ
る
頃
に
は
た
く
さ
ん

の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
同
少
年
団
は
､
2
9
､
3
0
日
に

開
催
さ
れ
た
茨
城
県
ス
ポ
-
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
-
大
会
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
3

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
｡

河
内
町
サ
ッ
カ
-
ス
ポ
-
ツ
少
年
団

で
は
一
緒
に
プ
レ
-
す
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
｡

皿
8
4
-
4
-
9
0
　
(
坂
本
)

(
写
真
提
供
　
河
内
町
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

1
月
2
3
日
､
｢
太
陽
と
水
と
緑
の
美

し
い
町
づ
く
り
｣
　
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
､
今
年
度
第
-
回
目
の
河
内
阿
清

掃
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
当
日
は
､

時
折
霧
雨
が
混
じ
る
な
か
早
朝
か
ら
多

く
の
方
が
各
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
町

内
の
幹
線
道
路
や
用
排
水
路
､
利
根
川

及
び
新
利
根
川
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し

ま
し
た
｡
当
日
全
域
で
集
ま
っ
た
ご
み

の
量
は
､
可
燃
ご
み
5
0
0
鴫
､
不
燃

ご
み
2
-
6
8
0
鴫
､
粗
大
ご
み
5
3

o
k
g
の
ほ
か
テ
レ
ビ
数
台
に
も
及
び
､

改
め
て
､
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
･
不
法
投
棄

の
多
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
｡
今
年
度
は
､

も
う
一
度
こ
の
よ
う
な
清
掃
大
作
戦
を

行
う
予
定
で
い
ま
す
｡
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◇町　県　民　税　2期◇

◇国民健康保険税3期◇

◇介護保険料　3期◇

徴収日は8月31日です

雷電◎ぎ萬㈲
(敬称略)

篠塚　かね　20,000円

福祉まつり模擬店
20,143円

趣味クラブ　12.300円

園芸クラブ　　5,000円

DEC5カラオケ好友会

17,100円

宮本日出美
介護用品
150,000円

河内町女性の会
6,500円

一　社会福祉協議会へ

皆様からお預かりした寄附金
等はへ　趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡

ありがとうございました｡

蛾1擁緒零落,嘉B
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¥

生
活

無
料
相
談
会

弁
護
士
､
司
法
書
士
､
行
政
書

士
､
税
理
士
､
公
認
会
計
士
､
社

会
保
険
労
務
士
､
土
地
家
屋
調
査

士
､
不
動
産
鑑
定
士
が
､
無
料
相

談
に
応
じ
ま
す
｡
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
｡
当
日
は
受
付
順
で

す
｡
(
事
前
予
約
不
可
)

二

日

　

時

平
成
_
8
年
9
月
3
日
(
日
)

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
2
時

∴

場

　

所

水
戸
市
市
民
会
館
　
(
1
0
-

-
o
2
､
-
o
3
号
会
議
室
)

水
戸
市
中
央
-
丁
目
4
番
-
号

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

4

-

7

5

2

1

聞
合
せ
先

茨
城
県
行
政
書
士
会
　
事
務
局

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
番
2
5

(
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
5
F
)

Ⅲ

o

2

9

･

3

0

5

･

3

了

3

-

障
害
者
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

障
害
者
就
職
面
接
会
　
(
県
南
ブ

ロ
ッ
ク
)
　
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
｡

障
害
者
就
職
面
接
会
と
は
､
障

害
者
を
雇
用
し
だ
い
と
し
て
求
人

の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
主

並
び
に
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者

の
方
が
一
堂
に
会
し
､
相
対
方
式

に
よ
り
互
い
に
理
解
を
深
め
つ
つ

面
接
を
行
い
､
も
っ
て
障
害
者
の

就
職
促
進
､
就
職
機
会
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
す
｡

開
催
H

平
成
1
8
年
_
o
月
5
日
　
(
木
)

時

　

間

午
後
-
時
-
午
後
3
時
3
0
分

(
午
後
o
時
3
0
分
受
付
開
始
)

'
会
　
場

土
浦
京
成
ホ
テ
ル

土
浦
市
川
口
2
-
-
 
3
-
2
 
-

参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
主
又

は
求
職
者
の
方
は
､
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
籠
ケ
崎
･
障
害
者
就
職
面
接
会

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
｡

ハ
ロ
ー
ワ
-
ク
龍
ヶ
崎

Ⅲ

o

2

9

7

-

o

O

-

2

7

2

7

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

5

-

3

0

6

0

水
戸
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
戸
地
方
法
務
局
竜
ヶ
崎
支
局

で
は
､
平
成
1
 
8
年
8
月
1
4
日
(
月
)

か
ら
管
轄
区
域
の
不
動
産
(
土
地
･

建
物
)
の
登
記
事
務
を
コ
ン
ビ
ユ
-

タ
-
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
｡こ
れ
に
伴
い
､
登
記
簿
謄
抄
本

に
代
わ
っ
て
｢
登
記
事
項
証
明
書
｣

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

併
せ
て
､
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
は
魔

止
さ
れ
､
新
た
な
制
度
と
し
て

｢
登
記
事
項
要
約
菖
｣
　
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

な
お
､
公
図
等
の
閲
覧
及
び
商

業
･
法
人
登
記
に
つ
い
て
は
､
現

在
と
同
じ
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
｡

:
.
E
合
#
#

水
戸
地
方
法
務
局
竜
ヶ
崎
支
局

龍
ヶ
崎
市
2
9
8
5

Ⅲ
6
2
-
o
2
2
5

｢
家
内
労
働
法
｣
を

知
っ
て
い
ま
す
か

家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向

上
と
生
活
安
定
を
図
る
た
め
､

･
委
託
者
は
､
家
内
労
働
者
(
内

職
者
)
に
家
内
労
働
手
帳
を
交
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

･
工
賃
は
､
全
額
を
-
カ
月
以
内

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

※
い
わ
ゆ
る
　
｢
イ
ン
チ
キ
内
職
｣

に
は
､
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
｡

問
合
せ
先

茨
城
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

4

･

6

2

-

6

龍
ヶ
崎
労
働
基
準
監
督
署

皿

o

2

9

了

-

6

2

･

3

3

3

-

人
権
啓
発
講
演
会
の
あ
知
ら
せ

茨
城
県
で
は
､
多
く
の
県
民
の

皆
様
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
､
人
権

啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
｡

皆
様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
｡

/
‥
口
　
博
.

平
成
_
8
年
9
月
2
日
　
(
土
)

午
後
-
時
3
0
分
-

(
開
場
午
後
o
時
3
0
分
)

､

場

　

所

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
-

小
ホ
-
ル
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ねんりんピック茨城200了健康マ-ジャン交流大会(平成19年11月)に向けて開催する｢リハ-サル大会｣

の参加者を募集します｡

○期　　日　平成18年11月11日(土)

○会　　場　龍ヶ崎市総合体育館　たつのこアリ-ナ

看参加資格　茨城県内に住所を有し､平成19年度において満60歳以上の方(昭和23年4月1日以前に生まれ

た方)でアマチュアの方

○参加費1,000円(昼食代､資料代､その他)

営競技方法　①競技に使用するテ-プルは手積み式です｡ ②ル-ル･マナーは｢日本健康麻将協会｣の規

定によります｡ ※ル-ル･マナ-の詳細は日本健康麻将協会HPをご覧ください｡

(h=p://w. kenko-mahjong. com/)

喜募集人数160人(龍ヶ崎市を除く県内全域/県北地区50人/県西地区40人/県南地区50人/鹿行地区20

人)｡応募者多数の場合は地区ごとに抽選を行います｡

喜応募方法　往復はがきの往信用に①｢参加希望｣､ ②氏名(フリガナ)､ ③性別､④生年月日､ ⑤郵便番号･

住所､ ⑥電話番号､ ⑦来場の際の交通手段､ ⑧宿泊希望の有無､を書いてお申込ください｡

○締　　切　平成18年8月31日(当日消印有効)｡参加の可否は9月下句にお知らせします｡

○申込み･問合せ先　〒301-8611龍ヶ崎市3710　龍ヶ崎市役所介護福祉課ねんりんピック推進グル-プ

TⅢ0297-64-1111(内線276)
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講

　

演

｢
心
に
お
や
つ

-
人
権
を
考
え
る
-
｣

は
ら
た
い
ら
(
漫
画
家
)

定

　

員

　

4

6

0

名

参
加
中
込

官
製
は
が
き
､
F
A
X
ま
た
は

メ
ー
ル
に
会
場
名
､
郵
便
番
号
､

住
所
､
氏
名
､
電
話
番
号
､
参
加

人
数
を
明
記
の
う
え
お
申
込
く
だ

さ
い
｡
入
場
は
無
料
で
す
｡

〒

3

1

0

-

8

5

5

5

水
戸
市
笠
原
町
9
7
8
-
6

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
-

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

･

3

-

3

6

目

0

2

9

-

3

0

1

-

3

1

3

8

5
k
o
s
o
5
@
p
r
e
f
.
i
b
a
r
a
k
i
.
1
g
.

jp募
集

平
成
1
 
9
年
度
茨
城
県
立
農
業
大

学
校
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

県
立
農
業
大
学
校
で
は
､
高
校

卒
業
者
　
(
及
び
卒
業
見
込
み
者
)

を
対
象
に
崖
楽
部
　
(
農
学
科
･
畜

産
学
科
･
経
営
情
報
学
科
･
果
樹

園
芸
学
科
)
　
5
0
名
､
園
芸
部
　
(
野

菜
園
芸
学
科
･
花
き
園
芸
学
科
)

3
0
名
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
｡
全

寮
制
で
す
｡

鵬
-
椅
調

入
営
願
晋
の
受
付
期
間

○
推
薦
入
学
　
(
各
学
科
)

平
成
1
8
年
_
o
月
2
日
-
1
7
日

〇
一
般
入
学
･
前
期
　
(
各
学
科
)

平
成
-
8
年
-
2
月
-
8
日
-

平
成
1
9
年
-
月
1
7
日

〇
一
般
入
学
･
後
期
　
(
各
学
科
)

平
成
1
 
9
年
2
月
7
日
-
2
6
日

入
学
試
験
日

○
推
薦
入
学
　
(
各
学
科
)

平
成
1
8
年
1
0
月
2
7
日

〇
一
般
入
学
･
前
期
　
(
各
学
科
)

平
成
1
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定　例　相　談

心配ごと相談
日　　時　9月1副鈎

9月15日給)
午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時一5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　日84-3322

囲84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

/,/交通垂故発生状況く

町内の交通事故7月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　3件(-4) (41)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　4人(-ll) (60)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　3人

おくやみ　　1 1人

転　　入　1 3人

転　　出　1 5人

¥人口･世帯､〉〉

平成18年8月1日現在

人　口　11,214人　(-10)

男　　　5,540人　(-1)

女　　　5,6了4人　(-9)

世帯数　　3,408世帯(十4)

刊引工務､者l羊

役　　　　　　　場

国書■
郡4-2111教育委貝全学撒育G郡4-3322

回84-435了事務局生涯学習G認識3

都　市上下水道G創4-2361福祉センタ〇割4-3699
整備課建設蹴G創4葛2921保健センタ-創4-4486

つ　つ　み　会　館曾86-3了40給食セ　ンタ　ー曾84-2845

地域包括支援センタ- EGO-4071防(警墓室o)ち884-2212

繋ぐ招腕国議題当琶匿(矧高,) ¥ノ

竹尾医院　　　　横田医院
1ふO29了-86-2436　曾62-0047

江戸崎眼科　　福岡小児科医院
曾029-892-0262　宙66-3245

宮本病院　　　　吉淳胃腸科医院
曾029-979-2114 a 66-0977

いなしきクリニック細井クリニック
曾029-892-33了2　曾66-2000

野村医院
曾62-6561

いがらしクリニック

1ふ62-0936

西新道外科医院
曾62-0855

牛尾病院
曾66-6111

坂本(隆)医院　兼子内科循環器科いしかわクリニック
1ふ029-892-2232　8 64-31 05　　　　8 62-0378

鈴木クリニック　池田病院　　　　竜ヶ崎医院
曾029-892-3640　曾64-1152　　　　曾62-0550

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

｣上し.聖二臆…｣｣-�*h,�*(��dﾉz 
A地区　5･19　C地区12･26　A地区　　　　C地区
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B地区14･28　D地区　7･21 B地区　　　　D地区

閃

二五三~る-二言ri盲｢｢~育夫-≡=-a-言料三言

全地区　毎週月･水･金曜日　　　9月中の予約-10月7日

広一撒かわぢ
平成18年8月(1裾引"


